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ピアラルうらそえ（浦添市障がい福祉関連複合施設）

⼦育て相談から始まる発達⽀援 
…ひとりひとりが⼤切にされる相談の場の提供 
 ひとりひとりの内⾯を豊かにすることができる活動の場の提供 

気軽な相談の中に「⼦育て相談」の良さを感じてもらえたら 
親⼦が集う場所で「発達⽀援」の良さを感じてもらえたら 
そして、さまざまな相談の中で、 
多様な喜びを⾒出すことができますように 

「つなぎの⽀援」ができる施設 
の⼀つになりたいと考えています
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放課後児童クラブにおける「つなぎの⽀援」とは？
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出⽣
乳幼児期

学童期

思春期・⻘年期
成⼈期

育て上げること。育ててりっぱにすること。
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健やかに育つことが難しかった⼦どもとの出会い 
→私の場合

もう⼀つの「つなぎの⽀援」
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思春期・⻘年期⼊院症例

（診断基準に当てはめると） 
適応障害、解離性障害、うつ病、 
あるいは⾃閉スペクトラム症など 
と診断されるが… 
育ちの背景は？ 
そしていずれ親になっていく

親にとっては、 
⼦育てのしづらさを強く感じる中で、 
親⼦の関係性を上⼿に築けなかった 
歴史があったはず

年齢

児童思春期における 
被害・加害体験

精神病の発症 
社会不適応・行動化

アタッチメントの形成不全 
（愛着障がい）

発達障がい特性・知的障がい特性

子育てが難しい気質
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児童思春期における 
被害・加害体験

精神病の発症 
社会不適応・行動化

アタッチメントの形成不全 
（愛着障がい）

発達障がい特性・知的障がい特性

年齢

子育てが難しい気質

“たとえ家庭に問題があっても 
頼れる⼤⼈・仲間がいてくれる” 
校内⽀援体制・地域の⾒守り体制

“たとえ障がいがあっても愛おしい” 
親が⼦どもの発達特性を理解できる 
⼦育て相談から始まる発達⽀援 
乳幼児健診・園や学校の⾯談

⽀援を受け⼊れることができる⼒ 
を育てたい 
ゲートキーパーがいる 
相談できるところがある

再発防⽌のための退院⽀援

「つなぎの⽀援」で、そこで悪循環をとどめたい
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発達障がいと二次障がい 

たとえ発達障がいがあったとしても… 

ADHD（注意欠如・多動症）の場合 

ASD（自閉スペクトラム症）の場合
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ADHD：attention-deficit/ hyperactivity disorder 
（注意⽋如・多動症） 

主症状は３つ（重なりあう） 
１、不注意 
 注意の持続が著しく困難で⼀つのことを続けて⾏うことができない． 
 注意が散漫で指⽰に従えない． 
 外から刺激があるとその別の刺激に注意が転導する． 
２、多動 
 落ち着きなく動き回り、あるいは絶えず⾝をどこか動かしじっとして 
 いることがない 
３、衝動性 
 我慢ができない．順番を待つことができない．思い通りにならないと 
 他罰的に当たり散らす．規則を衝動的に破る．
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ADHD（注意⽋如・多動症） 

年齢とともにどう変わってゆく？ 
１、不注意 
 しばしば成⼈後も持続する． 
２、多動 
 成⻑とともに、思春期の頃までに落ち着くことが多い 
３、衝動性 
 育つ環境や⼈格特性の影響を受けやすい． 

適切な⽀援がないと… 
学業成績も素⾏も悪く評価され、⾃⼰評価も低くなり、⼆次的な問題
（抑うつ、情緒不安定、反抗、逸脱⾏動、薬物・アルコール依存など）
が引き起こされる
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ADHD ２つの悪循環

⽇本精神神経学会 https://www.jspn.or.jp/modules/forpublic/index.php?content_id=39
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反抗挑戦症・素⾏症 

反抗挑戦症：授業妨害や教師への反抗などの⾏動の持続．10歳前後の
時期に明らかになる．素⾏症ほどには破壊⾏動や逸脱⾏動はなく他⼈
の⼈権や法律を犯していない 

素⾏症は、反社会的、攻撃的、反抗的な⾏動の反復持続 
・⼈や動物に対する攻撃的、残虐な⾏動 
・他⼈の所有物への激しい破壊⾏動 
・繰り返しの嘘や盗み（万引きの常習等） 
・重⼤な規則違反（バイク暴⾛、警官への挑戦的⾏動等） 
反社会的な情動に対し、後悔や罪責感が無い、冷淡で共感が⽋如、 
⾃分の振る舞いを気にしない、感情の浅薄・⽋如という特徴がある．
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たとえ ADHD（注意⽋如・多動症）があったとしても… 

対応 
治療の基本は、ADHDの⼦どもが⾃分の特徴を理解し、状況にあった
適切な⾏動が取れるようになること． 
そのためには⼼理社会的治療と薬物療法が２本の柱． 
（ADHDは、前頭葉のドーパミンやノルアドレナリンの神経系に機能
不全があり注意機能に障害が起こっていると考えられている） 
薬物療法は、⾃分⾃⾝をコントロールできるように⼿助けをするため
に⽤いる。⾃尊感情・⾃⼰評価の向上につながり、最終的には薬物の
⼒を借りなくても⾃分で⾏動をコントロールできるようになることが
⽬標となる．
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⼼理社会的治療 
・環境調整 
⼦どもに関わる保護者や教職員など関係者がその特徴を理解し、
⼦どもが⾃分のとるべき⾏動を理解しやすいような対応ができる
ようにしていく． 
・ペアレントトレーニング 
保護者が、⼦どもの望ましい⾏動を増やし、望ましくない⾏動を
減らすための接し⽅や⽅法を学ぶ． 
・ソーシャルスキルトレーニング 
状況に応じた適切な⾏動が取れるように社会のマナーやルールを
学び、対⼈関係を良好に保つことを学ぶ．状況を具体的にわかり
やすく提⽰し、達成する喜びなどを得る⽅法として⾏動療法など
が実施される．
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環境調整

ADHDって何？ https://www.adhd-info.jp/parents/adhd-about/treatment.html
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肯定的注⽬と否定的注⽬

⽇本精神神経学会 https://www.jspn.or.jp/modules/forpublic/index.php?content_id=39
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＝
学びになった！ 

理解できた！ 

伝わり合う経験を

「あなたは〜と思ったのね」 
「先⽣だったら〜〜するよ」 
社会的な常識やルールを「学ばせてあげる」試みを

これまでの『関係性』、これからの『関係性』が問われる
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発達障がいと二次障がい 

たとえ発達障がいがあったとしても… 

ADHD（注意欠如・多動症）の場合 

ASD（自閉スペクトラム症）の場合
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得意なこと 
興味が向くと⼈⼀倍に 
 ・集中⼒が⾼い 
 （凝り性、熱中、没頭） 
 ・観察⼒が⾼い 
 ・記憶⼒が⾼い 
 ・⼿先が器⽤ 
 ・⾃分ペースとタイミング 
ただし、興味に限局される

苦⼿なこと 
興味を向けられないと、 
⾒ない・聞かない・やらない・ 
逃げる・かんしゃくする 

過集中ゆえに切りかえが困難 
（こだわり・決めつけ） 

⾃分ペースが強いからこそ 
他者のペースや流れに合わせない 

感覚過敏で⽣活しづらさも

20



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡田俊 「もしかして、うちの子、発達障害かも!?」 PHP研究所 2009年
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発達障害の子どもが感じる「不安」、ASDでは特に高い結果に
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対象：　放課後等デイサービスを利用する子ども 

結果：　一般の子どもに比べて発達障害をもつ子どもの不安は高いことがわかった 

　　　　　特にASDをもつ子どもではさらに不安が高いこともわかった
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結果：　発達障害をもつ子は、高い不安だけではなく、行動的な問題 (多動や友人 

　　　　　関係など) でもより困難さを経験していることがわかった

発達障害をもつ子どもともたない子どもの行動的な問題の比較 (男子・女子)
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重度自閉症群よりも、知的障害のないアスペルガー障害やPDDNOS（分類できない 

広汎性発達障害群）の方が、すなわち比較的軽度の自閉症群の方が不安障害が多い
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重度自閉症群よりも、知的障害のないアスペルガー障害やPDDNOS（分類できない 

広汎性発達障害群）の方が、すなわち比較的軽度の自閉症群の方が不安障害が多い

不安障害

重度 
自閉症群 アスペルガー PDDNOS

物質使用障害

精神病性障害

気分障害

強迫性障害

衝動制御障害

身体化障害

摂食障害
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ASDが、より軽度である場合に、 

二次障害として社交不安症がもたらされる可能性がある
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コミュニケーション障害

ASDでも 
適応スキルが高い群は 
コミュニケーション障害が軽度であるほど 
社交不安は大きくなる

社交不安の症状

子どもたちがしばしば体験する不安にも焦点を当てて、それを軽減したり、適切な

対処スキルを身につけていけるよう支援することも重要なアプローチと言える
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ASDでは、Irritability（易刺激性：苛立ちや怒りの気分）の 

特性が生じやすい
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高機能ASD

健康対照

保護者評価

本人評価

高機能ASD

健康対照

容易に他者に腹が立つ

しばしば短気を起こす

長時間怒りが収まらない

始終怒っている

しばしば怒る

容易に短気を起こす
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宇佐美政英　国立国際医療センター国府台病院

Irritabilityが、感情不安定さや反抗行動に関連する
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二次障がいを予防するための「つなぎの支援」 

たとえ発達障がいがあったとしても… 

「関係性」をもって支援策を考える
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発達の個性がある？ 
発達の幼さかも？ 

想像して 
その⼦を丸ごと「理解」したい

表に⾒える⾔動 
→拗ねる、暴⾔、落ち着きがないなど

内⾯を想像しながら 
付き合ってくれる 

⼤⼈の存在

その基には、 
たとえ、⼀⾒わがままに⾒えても 
⼦どもなりに真剣な気持ち・葛藤・
そして希望（願い）があるはず

（不安・Irritabilityが原因かも？）
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今⽇も楽しかったな、きっと明⽇もいいことあるはずな
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放課後児童クラブであればこそ養える感覚ではありませんか
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・「発達が気になる個性」を持ちながら育っていくなかで 

　及ぼされる心の問題に着目する必要があります 

・発達障がい特性はたとえ小さくても、不安・Irritability 

　を抱えて暮らしている可能性があります．  

　それを抱える原因は何か？どうしたら軽減できるのか？ 

　一緒に悩み、解決策に向かう関係性の構築が重要です． 

・学童期に留意したい「つなぎの支援」とは、二次障がいを 

　予防し、健全な育成に努めることに他ならないと考えます．

今日のまとめ
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